
教育研究評議会（平成 17 年度第９回）議事要旨 

 

１．日 時 平成17年12月20日（火）13：30～14:55 

 

２．場 所 事務局棟３階 会議室 

 

３．出席者 安田学長（議長） 

山本理事、磯貝理事、北田理事 

千原情報科学研究科長、小笠原バイオサイエンス研究科長、横

矢情報科学研究科副研究科長、河野バイオサイエンス研究科副

研究科長、布下物質創成科学研究科副研究科長、上田保健管理

センター所長 

 

欠席者 村井理事 

片岡物質創成科学研究科長 

 

出席監事 佐藤監事 

 

陪席者 茶畠総務部長、小島研究協力部長、末永会計課長、荒井施設課

長、奥田研究協力課長、三原学術情報課長、田口学生課課長補

佐、鈴木企画室室長補佐、中條企画室専門員、岩井企画室員 

 

４．議 事 

（前回議事要旨の確認） 

「教育研究評議会（平成 17 年度第８回）議事要旨（案）」について、原案ど

おり承認された。 

 

（報告事項） 

（１）各種委員会及び各研究科教授会報告 

議長から、次の委員会等の議事概要について報告が行われた。 

・第７回情報科学研究科教授会（平成 17 年 12 月８日開催） 

・第９回バイオサイエンス研究科教授会（平成 17 年 12 月 14 日開催） 

・第８回物質創成科学研究科教授会（平成 17 年 12 月 13 日開催） 

・第９回全学教育委員会（平成 17 年 11 月 25 日開催） 

・第 10 回全学教育委員会（平成 17 年 12 月９日開催） 

・第１回全学情報管理・個人情報保護委員会（平成 17 年 11 月 22 日開

催）  

  

（２）教員人事について 

    議長から、教員人事（教授への昇任１名並びに教授４名及び助手２名



の採用）について、報告が行われた。 

    

（３）特任教員の人事について 

    議長から、特任教員の人事（特任助手１名の採用）について、報告が

あった。  

 

 （４）役員報酬及び職員給与規程並びに任期付職員の基本給に関する細則の

一部改正について 

    議長から、資料「国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学役員報酬

規程の一部を改正する規程の制定」、「国立大学法人奈良先端科学技術

大学院大学職員給与規程の一部を改正する規程の制定」及び「国立大学

法人奈良先端科学技術大学院大学任期付職員の基本給に関する細則の一

部を改正する細則の制定」に基づき、基本給の改定等を行うため、同規

程及び細則を改正した旨の報告があった。 

 

 （５）平成 18 年度奈良先端科学技術大学院大学支援財団支援事業費予算額に

ついて 

    議長から、平成 18 年度奈良先端科学技術大学院大学支援財団支援事業

費予算の事業ごとの部局別配分額について報告が行われた。 

 

 （６）日本学生支援機構第１種奨学金返還免除候補者選考に係る評価項目に

ついて 

    磯貝理事から、日本学生支援機構第１種奨学金の返還免除制度を学生

に周知するため、返還免除候補者の研究科ごとの学内選考基準をイント

ラネット上に掲載する旨の報告があった。また、この内容について、各

研究科で該当学生へ説明されるよう依頼があった。 

    これを受けて、返還免除候補者選考に係る評価項目に短期修了生への

配慮が必要である等の意見があったため、評価項目を各研究科において

再検討し、修正する場合は教育担当理事に報告することとなった。 

 

（審議事項） 

（１）奈良工業高等専門学校との推薦入学に関する協定書について 

磯貝理事から、本学と奈良工業高等専門学校との推薦入学に関する協

定書の締結について提案が行われ、審議の結果、了承された。なお、磯

貝理事から、本協定による学生の受け入れを平成 19 年度入試から物質創

成科学研究科が予定しており、現在公募要領を作成中である旨の補足説

明があった。 

これを受けて、山本理事から、高等専門学校全体との協定についても

検討してはどうかとの意見があった。 

 



（その他） 

（１）学生支援経費の概要について 

磯貝理事から、本学の学生に対する経済支援の概要について説明があ

り、この中で、今後、本学の学生支援内容に関する広報を強化すること

を検討したい旨の発言があった。 

 

（２）学内通知メールの英文併記について 

北田理事から、本学の留学生から要望があったため、事務局からの通

知に英文の簡略な説明を併記する旨の説明が行われるとともに、研究科

内の通知についても英文併記に協力いただくよう依頼があった。 

 

以 上  




